
令和３年度　指定管理者制度導入施設管理運営に関する評価結果一覧

参考

①事業実施・維持管理状況 ②職員体制 ③法令等の遵守

ア：計画通り人員を配置し
たか。

⇒

イ：業務に関するスキルを
有する職員を配置したか。

⇒

ウ：職員の資質、能力向上
を図る取り組みを行った
か。

⇒

エ：職員に対し適正な労働
環境を保持していたか。

⇒

政策調整部 1 市民活動サポートセンター
特定非営利活動法人
ふくしまNPOﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｓ

2 サンライフ福島 (公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

3
キョウワグループ・テルサ
ホール（福島テルサ）

(公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｃ

4 アクティブシニアセンター・
アオウゼ

(株）福島まちづくりセ
ンター ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

5 飯坂温泉観光会館 福島市観光開発㈱ ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ

6 鯖湖湯
7 導専の湯
8 仙気の湯
9 切湯

10 波来湯

11 旧堀切邸 福島市観光開発㈱ ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ

12 UFOふれあい館

13 UFO物産館

14 千貫森庭球場

15 働く婦人の家 (公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

16 勤労青少年ホーム (公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

17 中之湯 ㈱元気アップつちゆ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ -

H31
（R1）
評価結果

※R2未実
施

№所管部 施設名 指定管理者名

（１）施設の管理状況　　［　○：適正であった　　×：適正でなかった　］

評価
基準

ア：協定書、仕様書等に
沿った事業を適正に行った
か。

福島市観光開発㈱ ○ ○ ×

㈱飯野町振興公社 ○

総合評価および施設所管課講評

すべてＡの場合

（２）がＡかつ他にＡが２つか３
つの場合でＣがない場合

全てＢ以上で上記以外のもの

Ｃが１つある場合

Ｃが２つ以上ある場合

新型コロナの影響がありながらも、自主事業の実施等で
利用者増を図り目標の利用者数を達成できた。
離れでのテイクアウトドリンク販売、夏の風鈴絵付けイ
ベント、秋の番傘ライトアップなど大変好評を得た事業
が多かったと認められる。
今後も、適正な施設運営に努め、利用者のさらなる増加
を目指すことを期待する。

ホーム祭りの開催を工夫したり、SNSを新しく始めたり
と、利用者増加のために様々な取り組みを積極的に行っ
ている。
一部の講座の申込率が低かったようだが、新しいジャン
ルの講座に積極的に取り組んでほしい。
コロナ禍ということもあり難しい状況ではあるが、今後
もよりよい施設になるよう努めていただきたい。

ホーム祭りにおいて、外部の協力を得ることで来場者数
を大幅に増加させた。
今年度開設したSNSは、利用者増加に繋がるような運用
を期待したい。
避難所の協力やコロナ対応等イレギュラーな部分もある
が、今後も施設の魅力が向上するような施設運営に努め
ていただきたい。

Ｃ：努力が必要である

Ｄ：改善が必要である

Ｓ：非常に良い

Ａ：良い

Ｂ：標準である

項　目　評　価

イ：利用者が安全、快適に
施設を利用できるよう適正
に日常保守、清掃等を行っ
たか。

ア：施設設置条例、個人情
報保護条例等、関係法令を
遵守したか。

⇒（２）目標値の達成状況 （３）サービスの実施状況

Ａ：目標を大きく達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の+５％を
超える場合）
Ｂ：目標を概ね達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％～+
５％の場合）
Ｃ：目標を達成できなかった
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％を
下回る場合）

イ：市への報告は適時、適
切に行ったか。

評価
項目

左記①②③が

全て「○」の場合　⇒Ａ
それ以外の場合　　⇒Ｃ

ア：利用者からの意見、苦
情等に適切に対応したか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（４）アンケート調査等の
実施状況

イ：利用者の満足度を、ア
ンケート調査等により把握
できたか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

Ｓ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｓ

（５）自主事業の実施および利
用者増加のための取組状況

ア：自主事業を積極的に実施す
ることで、利用者の増加に努め
たか。

イ：広報活動等により、利用者
の増加に努めたか。

Ｃ

引き続き新型コロナウイルスの影響が見られ、団体の事
業縮小や利用人数の制限などで、目標人数まで達するこ
とができなかったが、その他の評価項目において優れた
評価であり、管理運営状況は非常に優れていると判断す
る。
オンラインを活用した事業展開や、予約システムの活用
など、コロナ禍における柔軟な対応につとめた。また昨
年から引き続き、団体の状況を聞き取りし、サポートに
つなげるなど、積極的な対応につとめた。
　今後も各団体の課題の把握と対応する講座内容の研究
や施設利用者の増加に向けた工夫あるサービスに期待す
る。

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、貸室の一時受付停止や２０時以降の利用自粛要
請を行わざるを得なかったが、感染予防対策を徹底しな
がら、講座等の自主事業を積極的に実施した。また、３
月の地震被害により一部施設が使用不可となり、修理改
修等対応に追われたが、市と施設職員が連絡を密にし適
切に対応することで、利用者の安心安全な利用につなげ
ることができた。

新型コロナウイルスの影響がある中でも魅力的な事業を
開催し、利用者の増加に努めている。施設の故障等にも
適切に対応し、利用者への影響が最小限となるように努
めている。引き続き利用者サービスの向上を目指し、施
設の適正な管理運営を行っていくことを期待する。

今までにないジャンルの新規講座を企画し、新規利用者
の獲得に努めている。既存の団体に対しても、作品展示
の場を設けて活動意欲の向上に努めている。
利用者の意見も積極的に聞いているようなので、今後も
利用者目線の運営に期待したい。

感染防止対策を含め協定書・仕様書・条例等に基づき適
切な管理運営が行なわれていた。
自主事業においても、菖蒲湯・ゆず湯・りんご湯等の季
節に合わせた事業を実施していた。
令和3年度は不祥事の報告漏れがありC評価ではあるが、
その他については、A評価であるためきちんと改善して
頂き、今後においてもさらなる発展を期待する。

感染防止対策を含め協定書・仕様書・条例等に基づき適
切な管理運営が行なわれていた。
コロナ禍においても、市外及び県外からの利用者が多
く、例年より利用者が増加した。
令和4年度はUFOふれあい館が30周年の年でもあり、自主
事業による利用状況向上を期待する。

適切な施設管理、利用者アンケートに対して真摯な対応
が出来ていると認められる。
また、若手職員を中心に研修や検定取得により能力向上
を図っていた。
今後は、Wi-Fi環境を活かしたイベント等をさらに誘致
し、利用者増を目指してほしい。

Ａ

Ｓ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

新型コロナの影響はあるものの、利用者数の目標を達成
することが出来た。SNSにおけるPRや貸切風呂のキャン
ペーンなど利用者増を目指して施設運営を行っていたと
認められる。
今後は、さらに自主事業を実施し利用者増を目指すとと
もに、土湯温泉町の活性化に寄与することを期待する。

商工
観光部

Ａ

ＡＡＡ ＡＡ

ＡＡＡＣ

○ ○

【評価の方法】

指定管理者制度導入施設管理運営に関する評価については、これまで「適正性」及び「有効性」の大きく二つの観点から、目標値及びサービス項目の

達成度などを総合的に判断し、Ａ～Ｃの３段階評価を行ってきましたが、さらなる市民サービスの向上にかかる工夫・提案を引き出すため、平成３０年

度分評価より、下記のとおり評価項目を５つに明確化するとともに、特に目標値（利用者数、稼働率等）及び重視するサービス項目の達成状況を重視し

た評価とし、最終的な総合評価をＳ～Ｄの５段階評価としました。

なお、施設の特殊性等の理由から、評価項目が不足する「森合運動公園多目的広場」については、別紙（評価項目が少ない場合の評価算出方法）によ

り評価を行っております。

≪評価項目≫

（１）施設の管理状況

（２）目標値の達成状況

（３）サービスの実施状況

（４）アンケート調査等の実施状況

（５）自主事業の実施および利用者増加のための取組状況

【総合評価結果】 【総合評価結果考察】

※参考（R1）（R2未評価）

Ｓ：非常に良い １２件（15％） ５件

Ａ：良い ３１件（39％） １０件

Ｂ：標準である ９件（11％） ２２件

Ｃ：努力が必要である ２５件（32％） ３８件

（内「 Ｃ 」） （７件） （４件）

Ｄ：改善が必要である ２件（ 3％） １件

合計 ７９件 合計７６件

※施設数は全８５施設であるが、次の施設については、まとめて一つの評価を行っているため、評価件数総数としては７９件となる。

○UFOふれあい館・UFO物産館・千貫森庭球場

○鯖湖湯・導専の湯・仙気の湯・切湯・波来湯

※同じ「Ｃ」評価の中でも、（２）目標値の達成状況の評価のみが「Ｃ」で、その他の評価がすべて「Ａ」の施設の場合は、「 Ｃ 」と表記し、それ以外の「Ｃ」評価とは表記

上区別している。

新型コロナウイルスの影響による全施設一斉終日休館措置がなかったことから、利用者数は前年

度比較で増加したものの、コロナ禍前の令和元年度比較では減少している。コロナ禍による影響を

鑑み、目標値の変更を行った施設もある。

そのような状況の中で、可能な範囲で自主事業を実施したり、オンラインによる情報発信に取り

組んだりと、指定管理者の努力により、安定した施設運営とサービスの提供はできたものと思料さ

れる。

それらの結果、「Ｓ：非常に良い」「Ａ：良い」が全体の半数を超える評価となった。

今後もオンライン活用など創意工夫のうえ、施設の特性に合わせた施設運営が必要である。
【新型コロナウイルス感染症拡大による影響について】

令和３年度においては、まん延防止の期間（①8/26～9/23夜8時以

降の自粛②1/27～3/6施設の利用制限なし）があったものの、終日休

館措置の期間もなかったこと、及び各部においてコロナ禍の目標値を

必要に応じて修正の判断をしていることから、令和３年度の総合評価

の算出は行う。 ※目標値修正施設…85施設中30施設



参考

①事業実施・維持管理状況 ②職員体制 ③法令等の遵守

ア：計画通り人員を配置し
たか。

⇒

イ：業務に関するスキルを
有する職員を配置したか。

⇒

ウ：職員の資質、能力向上
を図る取り組みを行った
か。

⇒

エ：職員に対し適正な労働
環境を保持していたか。

⇒

H31
（R1）
評価結果

※R2未実
施

№所管部 施設名 指定管理者名

（１）施設の管理状況　　［　○：適正であった　　×：適正でなかった　］

評価
基準

ア：協定書、仕様書等に
沿った事業を適正に行った
か。

総合評価および施設所管課講評

すべてＡの場合

（２）がＡかつ他にＡが２つか３
つの場合でＣがない場合

全てＢ以上で上記以外のもの

Ｃが１つある場合

Ｃが２つ以上ある場合

Ｃ：努力が必要である

Ｄ：改善が必要である

Ｓ：非常に良い

Ａ：良い

Ｂ：標準である

項　目　評　価

イ：利用者が安全、快適に
施設を利用できるよう適正
に日常保守、清掃等を行っ
たか。

ア：施設設置条例、個人情
報保護条例等、関係法令を
遵守したか。

⇒（２）目標値の達成状況 （３）サービスの実施状況

Ａ：目標を大きく達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の+５％を
超える場合）
Ｂ：目標を概ね達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％～+
５％の場合）
Ｃ：目標を達成できなかった
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％を
下回る場合）

イ：市への報告は適時、適
切に行ったか。

評価
項目

左記①②③が

全て「○」の場合　⇒Ａ
それ以外の場合　　⇒Ｃ

ア：利用者からの意見、苦
情等に適切に対応したか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（４）アンケート調査等の
実施状況

イ：利用者の満足度を、ア
ンケート調査等により把握
できたか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（５）自主事業の実施および利
用者増加のための取組状況

ア：自主事業を積極的に実施す
ることで、利用者の増加に努め
たか。

イ：広報活動等により、利用者
の増加に努めたか。

18 ふくしまスカイパーク
特定非営利活動法人
ふくしま飛行協会 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

19 職業訓練技能センター
職業訓練法人
福島職業訓練技能協会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

20 東部勤労者研修センター
福島工業団地立地企業連
絡協議会 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

21 西部勤労者研修センター
福島西部地区立地企業連
絡協議会 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

22 産業交流プラザ
(公財)福島県産業振興セ
ンター ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｃ

23 浄土平天文台
有限責任事業組合
浄土平倶楽部 ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

24 あったか湯 高湯温泉旅館協同組合 ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

25 つちゆロードパーク
特定非営利活動法人
土湯温泉観光協会 ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

26 土湯温泉まちおこしセンター
特定非営利活動法人　土
湯温泉観光協会 ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ -

27 土湯温泉観光交流センター
特定非営利活動法人　土
湯温泉観光協会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ -

28 四季の里 福島市観光開発㈱ ○ × × Ｃ Ｃ Ｃ Ａ Ａ Ｃ

29 水林自然林 福島県北森林組合 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

30 公設地方卸売市場
(一社)福島市公設地方卸
売市場協会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

31 小鳥の森 日本野鳥の会ふくしま ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｓ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｓ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

新型コロナの影響があったものの、利用者数の目標を達
成することが出来た。
適切な施設管理の実施が施設利用の継続につながってお
り、収入においても大きな成果を得られたと認められ
る。
今後は、自主事業の実施により施設の周知を図り、さら
なる利用者増を目指すことを期待する。

指定管理者の自己評価と同様に所管課としても施設の管
理運営状況は優れていると評価する。工事や新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、面積稼働率の目標値は達
成できなかったが、適切な施設の維持管理・運営を努め
ている。

新型コロナの影響はあるものの、利用者数の目標値は達
成できた。今後も、適切な施設運営及び広報活動を行
い、利用者増を図ることを期待する。
天文台建物、備品等について、老朽化が進んでいる箇所
についてリスト化を行ったため、今後は優先順位の高い
ものから改修工事や備品購入を行い、来館者の満足度向
上に繋げられるよう期待する。

感染防止対策を含め協定書・仕様書・条例等に基づき適
切な管理運営が行なわれていた。
コロナ禍においても、市外及び県外からの利用者が多
く、これまでのHP等による広報活動による成果だと認め
られる。
今後においても、様々な媒体を駆使した広報、積極的な
自主事業を期待する。

感染症対策を含め協定書・仕様書・条例等に基づき適切
な管理運営が行われていた。
新型コロナウイルスの影響が大きく、利用者数の目標値
は達成できなかったが、令和4年度においては継続して
お客様が安全・快適に利用できる環境づくりや、可能な
範囲での自主事業実施により利用者の向上につながるこ
とを期待する。

施設の性質上、関係者の利用が主であるが、短期訓練実
施科目の増や一般利用の数少ない機会である「訓練校技
能まつり」の開催により、利用者数の増加へ結びつける
ことができたものの、訓練生数の減少等に伴い目標値に
は及ばなかった。
しかし、最小限の人員で施設の安全な維持管理に努め、
技能照査において全員合格する等技能継承に尽力してい
る。

コロナ禍においても安全快適な貸館業務を行い、利用件
数の目標値も達成できたことは評価できる。今後も利用
者のニーズを調査し、利用件数の増加に向けた取り組み
を期待する。

Ｂ

Ｂ

新型コロナウイルス感染拡大防止対策、クマ対策、除雪
作業など、利用者が安心・安全に施設を利用できるよう
努めている。
今後は、自主事業や近隣施設との合同イベント等を積極
的に企画し、広報方法も工夫するなど施設の認知度向上
を目指した取組みを行いながら、利用者増加に向けた施
設運営に期待したい。

イベントの開催内容の検討については、アウトドアイベ
ントやキャンプ、サンリオ企画展など新しいイベントを
開催し、来場者増に努めた。
しかし、今年度のサービスの実施状況である農産加工館
及び農村いちばのＰＲについては、各施設の利用促進を
図るため、更なる多種多様な取り組みが必要である。

施設管理・自主事業の取組み等、各種指定管理事業につ
いて管理者ならではの積極的な活動が行えている。
また、昨年度に続き新型コロナウイルス対策を考慮した
事業内容見直し・改善を行うとともに、オンライン学習
事業の実施など、状況に応じた積極的な事業取組み・改
善の意識を持った管理運営が行えている。

自主事業について、感染防止対策を徹底しながら開催す
ることができていたが、パネル展については市場外のイ
ベントで活用する等、多くの人に見てもらえるよう工夫
が必要である。
今後についても、新型コロナウイルス対策を考慮しつ
つ、開催できる事業を検討し取り組みを強化していくこ
とが重要である。

感染防止対策を含め協定書・仕様書・条例等に基づき適
切な管理運営が行なわれていた。
新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者数の目
標値は達成できなかったが、令和4年度においても様々
な媒体を駆使した広報活動を実施していただくととも
に、コロナ禍において可能な範囲での自主事業の実施も
期待する。

感染防止対策を含め協定書・仕様書・条例等に基づき適
切な管理運営が行なわれていた。
自主事業においては、こけし絵付け体験や手作りマル
シェ等の新型コロナウイルス感染防止対策を徹底しなが
ら実施して頂いた。
新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者数の目
標値は達成できなかったが、令和4年度においても引き
続き利用者数の向上に向けた様々な事業展開を期待す
る。

コロナ禍においても安全快適な貸館業務を行い、利用件
数の目標値も達成できたことは評価できる。
利用者のニーズを調査し、優先度に応じて修繕等改善に
努めている。今後も利用者のニーズを把握し、利用件数
の増加に向けた取り組みを期待する。

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

農政部

商工
観光部



参考

①事業実施・維持管理状況 ②職員体制 ③法令等の遵守

ア：計画通り人員を配置し
たか。

⇒

イ：業務に関するスキルを
有する職員を配置したか。

⇒

ウ：職員の資質、能力向上
を図る取り組みを行った
か。

⇒

エ：職員に対し適正な労働
環境を保持していたか。

⇒

H31
（R1）
評価結果

※R2未実
施

№所管部 施設名 指定管理者名

（１）施設の管理状況　　［　○：適正であった　　×：適正でなかった　］

評価
基準

ア：協定書、仕様書等に
沿った事業を適正に行った
か。

総合評価および施設所管課講評

すべてＡの場合

（２）がＡかつ他にＡが２つか３
つの場合でＣがない場合

全てＢ以上で上記以外のもの

Ｃが１つある場合

Ｃが２つ以上ある場合

Ｃ：努力が必要である

Ｄ：改善が必要である

Ｓ：非常に良い

Ａ：良い

Ｂ：標準である

項　目　評　価

イ：利用者が安全、快適に
施設を利用できるよう適正
に日常保守、清掃等を行っ
たか。

ア：施設設置条例、個人情
報保護条例等、関係法令を
遵守したか。

⇒（２）目標値の達成状況 （３）サービスの実施状況

Ａ：目標を大きく達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の+５％を
超える場合）
Ｂ：目標を概ね達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％～+
５％の場合）
Ｃ：目標を達成できなかった
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％を
下回る場合）

イ：市への報告は適時、適
切に行ったか。

評価
項目

左記①②③が

全て「○」の場合　⇒Ａ
それ以外の場合　　⇒Ｃ

ア：利用者からの意見、苦
情等に適切に対応したか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（４）アンケート調査等の
実施状況

イ：利用者の満足度を、ア
ンケート調査等により把握
できたか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（５）自主事業の実施および利
用者増加のための取組状況

ア：自主事業を積極的に実施す
ることで、利用者の増加に努め
たか。

イ：広報活動等により、利用者
の増加に努めたか。

32 旧佐久間邸 (株）NEOソリューション ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

33 民家園
(公財)福島県都市公園・
緑化協会 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｃ

34 草心苑 ㈱福島人材派遣センター ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

35
ふくしん夢の音楽堂
（音楽堂）

(公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｃ

36 古関裕而記念館 (公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

37
NCVふくしまパークゴルフ場
（パークゴルフ場）

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｂ

38 福島トヨタクラウンアリーナ
（国体記念体育館）

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

39 相撲場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

40
NCVふくしまアリーナ
（福島市体育館・武道場）

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

41 南体育館
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

42 東部体育館
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｃ

43 西部体育館
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

44 清沢地区体育館
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

45 湯野地区体育館
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

Ａ

Ｓ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｓ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｓ

Ａ

Ｓ

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナ禍の中で除菌・換気等の感染対策を徹底し、クラ
スターを発生させることなく運営することができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナ禍の中で除菌・換気等の感染対策を徹底し、クラ
スターを発生させることなく運営することができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナワクチン接種会場となったことで、当初の事業実
施ができなかったが、問い合わせ等の接種会場の業務に
ご協力いただいた。
開催予定だったスポーツ教室は、出張教室として、別の
会場で開催することで、利用者の増加に努めた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
大きな施設で利用人数も多い中、除菌・換気等の感染対
策を徹底し、クラスターを発生させることなく運営する
ことができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

今年度は指定管理者のノウハウを生かした「みどりを活
用した新たな魅力づくり」や長年の懸案事項でもあった
休憩棟への飲食店の出店についてなど様々な自主事業の
実施及び提案が行われ、新たな魅力の創出が大いに図ら
れたと感じている。また、市からの要望等にも迅速に検
討・対応するなど、今後の取り組みについても期待がも
てる。

感染対策のため利用団体が自主的に利用人数を少なくす
るなどの制限がある中、目標値を達成できたのは柔軟な
対応により予約キャンセルを最小限にとどめた結果であ
ると評価できる。
　次年度は、自主事業の実施回数や参加者の増加に努
め、施設の知名度向上と新たな利用者の開拓に期待した
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

　令和2年度より利用者数は微減したものの利用件数は
1,000件以上増加していることから施設としてのニーズ
はあるものと思われる。
　また、清掃や植栽管理など施設周辺の環境整備を強化
するなど来場者へのおもてなしの姿勢も評価できる。
　今後も感染対策を講じながら利用者増加へ向けた事業
実施や広報活動に期待したい。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

令和2年度に比べ利用者数は激減したがまん延防止等重
点措置の適用により29日間の休館があったにもかかわら
ず平成30年度の利用者数は上回っている。今後もPR活動
等を継続して利用者数増加に努めてもらいたい。
　また、古関裕而氏の功績や古関メロディーを若い世代
に継承するための取り組みにも期待したい。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
大きな施設で利用人数も多い中、除菌・換気等の感染対
策を徹底し、クラスターを発生させることなく運営する
ことができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理運営は適切に行えており、アンケート調査に
おいても利用者からスタッフの接遇等について高評価を
得ていることは評価できる点であり、今後も継続して取
り組んでいただきたい。また、施設利用者数も少しずつ
回復しており、令和3年度は目標値を達成することがで
きたため、今後はさらに積極的に自主事業の開催や広報
の強化、定期利用団体の増加に取り組み、利用者増加に
向けて指定管理者と協力して努力していきたい。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナ禍の中で除菌・換気等の感染対策を徹底し、クラ
スターを発生させることなく運営することができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

市民・文化
スポーツ部



参考

①事業実施・維持管理状況 ②職員体制 ③法令等の遵守

ア：計画通り人員を配置し
たか。

⇒

イ：業務に関するスキルを
有する職員を配置したか。

⇒

ウ：職員の資質、能力向上
を図る取り組みを行った
か。

⇒

エ：職員に対し適正な労働
環境を保持していたか。

⇒

H31
（R1）
評価結果

※R2未実
施

№所管部 施設名 指定管理者名

（１）施設の管理状況　　［　○：適正であった　　×：適正でなかった　］

評価
基準

ア：協定書、仕様書等に
沿った事業を適正に行った
か。

総合評価および施設所管課講評

すべてＡの場合

（２）がＡかつ他にＡが２つか３
つの場合でＣがない場合

全てＢ以上で上記以外のもの

Ｃが１つある場合

Ｃが２つ以上ある場合

Ｃ：努力が必要である

Ｄ：改善が必要である

Ｓ：非常に良い

Ａ：良い

Ｂ：標準である

項　目　評　価

イ：利用者が安全、快適に
施設を利用できるよう適正
に日常保守、清掃等を行っ
たか。

ア：施設設置条例、個人情
報保護条例等、関係法令を
遵守したか。

⇒（２）目標値の達成状況 （３）サービスの実施状況

Ａ：目標を大きく達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の+５％を
超える場合）
Ｂ：目標を概ね達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％～+
５％の場合）
Ｃ：目標を達成できなかった
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％を
下回る場合）

イ：市への報告は適時、適
切に行ったか。

評価
項目

左記①②③が

全て「○」の場合　⇒Ａ
それ以外の場合　　⇒Ｃ

ア：利用者からの意見、苦
情等に適切に対応したか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（４）アンケート調査等の
実施状況

イ：利用者の満足度を、ア
ンケート調査等により把握
できたか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（５）自主事業の実施および利
用者増加のための取組状況

ア：自主事業を積極的に実施す
ることで、利用者の増加に努め
たか。

イ：広報活動等により、利用者
の増加に努めたか。

46 松川地区体育館
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

47 飯野地区体育館
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

48 飯野野球場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

49 中央市民プール
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

50 森合市民プール
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｃ

51 弓道場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

52 庭球場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｃ

53 飯坂武道場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

54 飯坂野球場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

55 十六沼公園サッカー場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｃ

56 十六沼公園スケートボード
パーク

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

57 十六沼公園屋根付運動場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

58
十六沼公園(体育館･スポーツ
広場･テニスコート)

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｓ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｓ

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナ禍の中で除菌・換気等の感染対策を徹底し、クラ
スターを発生させることなく運営することができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナ禍の中で除菌・換気、入場制限等の感染対策を徹
底し、クラスターを発生させることなく運営することが
できた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナ禍の中で除菌・換気等の感染対策を徹底し、クラ
スターを発生させることなく運営することができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
夜間営業期間を拡大し、サービス向上に努めた。
コロナ禍の中で除菌・換気等の感染対策を徹底し、クラ
スターを発生させることなく運営することができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
供用日及び供用時間を変更し、冬期間の貸し出しを行
い、利用者の増加に努めている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナ禍の中で除菌・換気等の感染対策を徹底し、クラ
スターを発生させることなく運営することができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
モニター委員からは、NCVふくしまアリーナ武道場の代
替道場としたり、団体への働きかけ等により武道場を生
かす工夫があるとよいのではないか等の意見があった。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
モニター委員からは、利用者増加のためにさらなる活用
を検討してほしいという意見や、施設に附属するトイレ
についてできるだけ清潔を保ってほしいという声等が
あった。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

市民・文化
スポーツ部



参考

①事業実施・維持管理状況 ②職員体制 ③法令等の遵守

ア：計画通り人員を配置し
たか。

⇒

イ：業務に関するスキルを
有する職員を配置したか。

⇒

ウ：職員の資質、能力向上
を図る取り組みを行った
か。

⇒

エ：職員に対し適正な労働
環境を保持していたか。

⇒

H31
（R1）
評価結果

※R2未実
施

№所管部 施設名 指定管理者名

（１）施設の管理状況　　［　○：適正であった　　×：適正でなかった　］

評価
基準

ア：協定書、仕様書等に
沿った事業を適正に行った
か。

総合評価および施設所管課講評

すべてＡの場合

（２）がＡかつ他にＡが２つか３
つの場合でＣがない場合

全てＢ以上で上記以外のもの

Ｃが１つある場合

Ｃが２つ以上ある場合

Ｃ：努力が必要である

Ｄ：改善が必要である

Ｓ：非常に良い

Ａ：良い

Ｂ：標準である

項　目　評　価

イ：利用者が安全、快適に
施設を利用できるよう適正
に日常保守、清掃等を行っ
たか。

ア：施設設置条例、個人情
報保護条例等、関係法令を
遵守したか。

⇒（２）目標値の達成状況 （３）サービスの実施状況

Ａ：目標を大きく達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の+５％を
超える場合）
Ｂ：目標を概ね達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％～+
５％の場合）
Ｃ：目標を達成できなかった
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％を
下回る場合）

イ：市への報告は適時、適
切に行ったか。

評価
項目

左記①②③が

全て「○」の場合　⇒Ａ
それ以外の場合　　⇒Ｃ

ア：利用者からの意見、苦
情等に適切に対応したか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（４）アンケート調査等の
実施状況

イ：利用者の満足度を、ア
ンケート調査等により把握
できたか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（５）自主事業の実施および利
用者増加のための取組状況

ア：自主事業を積極的に実施す
ることで、利用者の増加に努め
たか。

イ：広報活動等により、利用者
の増加に努めたか。

59
信夫ケ丘総合運動公園信夫ケ
丘競技場

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ａ

60 信夫ケ丘総合運動公園信夫ケ
丘球場

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

61
長老橋運動公園運動施設・レ
クリェーション施設

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

62 荒川運動公園運動施設・レク
リェーション施設

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

63 須川運動公園運動施設・レク
リェーション施設

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

64
松川運動公園運動施設・レク
リェーション施設

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

65
信夫ケ丘緑地公園運動施設・
レクリェーション施設

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

66 蓬莱中央公園運動施設・レク
リェーション施設

(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

67 森合運動公園多目的広場
(公財)福島市スポーツ振
興公社 ○

―
（職員配置なし）

○ Ａ
―

（設定なし）
―

（設定なし）
Ｂ Ｂ Ｂ

68 クレー射撃場
福島市クレー射撃場運営
協議会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｃ

69 宮畑遺跡史跡公園 (公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｃ

環境部 70 ヘルシーランド福島 (公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｃ

71 身体障がい者福祉センター腰
の浜会館

(社福)福島市社会福祉協
議会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

72 老人福祉センター エスエフシー㈱ ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ａ

73 わたりふれあいセンター (社福)福島福祉施設協会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ｂ Ａ Ａ ＡＣ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｓ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ａ

昨年度から引き続き、利用人数や新型コロナウイルス感
染症対策を行いながら営業を行った。利用人数や利用時
間の制限を行い、利用者に不便をかける中、快適に過ご
してもらえるように、施設の整備や職員の接遇研修など
を行った点を評価する。
また、コロナ禍により実施できなかった事業もある中、
計画外の事業を実施するなど、利用者増加への姿勢を評
価する。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
競技の性格上難しい面があるものの、競技団体だけでは
なく、一般市民の利用促進、競技人口の拡大などのさら
なる取り組みが望まれる。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

概ね高評価である。
コロナの影響により、不可抗力による来館者減がある中
で、コロナ対策を講じながらの積極的な自主事業の展開
や新規事業の開始、ＳＮＳの活用、官民協働の取り組
み、施設の設置目的に沿った運営の促進など、指定管理
者による努力と考えられる。
今後も、課題を反映した市民目線の事業展開に期待した
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
コロナ禍の中で除菌・換気等の感染対策を徹底し、クラ
スターを発生させることなく運営することができた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

新型コロナウイルス感染症の影響により、利用団体の会
議が書面開催やオンライン開催となったことで、会館の
利用者数は伸び悩んでいる。今後はボッチャ等の会議以
外での利用を促進し利用者数を伸ばす必要がある。会館
で実施している事業については、市と協議し事業内容の
見直しや、規模縮小など柔軟に対応することができた。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
供用日及び供用時間を変更し、冬期間の貸し出しを行い
利用者の増加に努めている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
供用日及び供用期間を変更し、冬期間の貸し出しを行い
利用者の増加に努めた。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

施設の管理状況は適正であり、法令・条例を遵守し、施
設利用者の安全と快適な管理・運営を心掛けている。
今後も新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら、
スポーツができる環境を相互に協力して提供していきた
い。

コロナ禍に伴い１日平均利用人数の目標が達成できな
かったが、利用制限を設けながらの運営にもかかわら
ず、令和２年度と比較すると増加している。
コロナ禍であっても対策を講じることで、令和２年度よ
りも多くの自主事業を実施しており、利用者の増加に努
めていたことが認められる。

コロナ禍に伴い１日平均利用人数の目標は達成できな
かったが、自主事業の積極的な実施により、令和２年度
と比較すると増加している。
　利用者アンケートを実施し、施設の総合的な満足度や
デイサービス事業のニーズを把握している。利用者が、
何に対して満足しているか、不満を抱えているかを統計
的に把握し、施設の改善につなげることを期待する。

市民・文化
スポーツ部

健康
福祉部



参考

①事業実施・維持管理状況 ②職員体制 ③法令等の遵守

ア：計画通り人員を配置し
たか。

⇒

イ：業務に関するスキルを
有する職員を配置したか。

⇒

ウ：職員の資質、能力向上
を図る取り組みを行った
か。

⇒

エ：職員に対し適正な労働
環境を保持していたか。

⇒

H31
（R1）
評価結果

※R2未実
施

№所管部 施設名 指定管理者名

（１）施設の管理状況　　［　○：適正であった　　×：適正でなかった　］

評価
基準

ア：協定書、仕様書等に
沿った事業を適正に行った
か。

総合評価および施設所管課講評

すべてＡの場合

（２）がＡかつ他にＡが２つか３
つの場合でＣがない場合

全てＢ以上で上記以外のもの

Ｃが１つある場合

Ｃが２つ以上ある場合

Ｃ：努力が必要である

Ｄ：改善が必要である

Ｓ：非常に良い

Ａ：良い

Ｂ：標準である

項　目　評　価

イ：利用者が安全、快適に
施設を利用できるよう適正
に日常保守、清掃等を行っ
たか。

ア：施設設置条例、個人情
報保護条例等、関係法令を
遵守したか。

⇒（２）目標値の達成状況 （３）サービスの実施状況

Ａ：目標を大きく達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の+５％を
超える場合）
Ｂ：目標を概ね達成した
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％～+
５％の場合）
Ｃ：目標を達成できなかった
（目標値を数値で示せる場合は実績値が目標値の-３％を
下回る場合）

イ：市への報告は適時、適
切に行ったか。

評価
項目

左記①②③が

全て「○」の場合　⇒Ａ
それ以外の場合　　⇒Ｃ

ア：利用者からの意見、苦
情等に適切に対応したか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（４）アンケート調査等の
実施状況

イ：利用者の満足度を、ア
ンケート調査等により把握
できたか。
（施設ハード面に対するも
のは除く。）

（５）自主事業の実施および利
用者増加のための取組状況

ア：自主事業を積極的に実施す
ることで、利用者の増加に努め
たか。

イ：広報活動等により、利用者
の増加に努めたか。

74 中央デイサービスセンター
(社福)福島市社会福祉協
議会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

75 春日町デイサービスセンター (社福)創世福祉事業団 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｃ

76 南沢又デイサービスセンター (社福)すこやか福祉会 ○ ○ ○ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｓ

77 飯野デイサービスセンター
(社福)福島市社会福祉協
議会 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ｂ

78 飯野地域福祉センター
(社福)福島市社会福祉協
議会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ

79
ふくしま児童公園SFCももりん
パーク（児童公園）

エスエフシー㈱ ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

80 渡利児童センター (社福)福島福祉施設協会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

81 蓬莱児童センター (社福)福島福祉施設協会 ○ ○ ○ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｓ

82 清水児童センター (社福)福島福祉施設協会 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｃ

都市
政策部 83 御倉町地区公園旧日本銀行福

島支店長役宅

特定非営利活動法人御倉
町かいわいまちづくり協
議会

○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｃ

84 立子山自然の家 エスエフシー㈱ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｄ

85 こむこむ館 (公財)福島市振興公社 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｃ

こども
未来部

Ａ

Ｓ

Ｃ

Ｓ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

感染対策の徹底とともに令和２年度では未実施であった
利用者が楽しめるイベントを開催し、利用者増に努めた
が、コロナ禍の影響を強く受け、令和２年度よりも利用
者が減少し、目標値も達成できなかった。

コロナ禍でも、新たに認知症対応型デイサービスによる
利用者増加に努め、令和２年度よりも利用者増につなげ
目標値を達成している。

積極的に地域住民との交流の機会を作り利用者増加を
図っている。また、法人の負担で導入した介護ソフトを
適切なサービス提供に活用している。しかし、コロナ禍
の影響を受け、令和２年度よりも利用者は減少してし
まった。

施設の管理は新型コロナウイルス感染予防対策を創意工
夫を行い、利用者の安全確保に努めた。
令和３年度の目標値は新型コロナウイルスの影響を踏ま
え、３００件から２５０件へと目標値を変更をしたが、
指定管理者による広報やイベント内容等、来館者増加へ
の試行錯誤により目標値を上回る３０３件という実績を
あげることができた。

教育
委員会

自主事業の中止や宿泊者の減少など、依然として新型コ
ロナウイルス感染症の影響あるものの、施設の管理状況
は良好であり、アンケート調査により、利用者の満足度
は非常に高いことが伺えた。
コロナ禍での運営であるが、目標値も達成している。
次年度以降は、引き続きコロナウイルス感染症対策を講
じながら、積極的な自主事業の実施を期待する。

指定管理者は、施設の老朽化に加え、新型コロナウイル
ス感染症や令和４年福島県沖地震の影響もあったなか、
利用者の安全面・衛生面に配慮し施設運営に努めてい
る。利用者数は、修正した目標値を上回る結果となり、
オンライン事業とオフライン事業の融合を図るなど、新
しい生活様式に合わせた取り組みをしている。他の施設
の指定管理運営の実績及びノウハウを持ち、本課との情
報共有・意見交換も十分に行っています。

季節行事等が実施できなかったものの、徹底した感染予
防をしつつ、令和２年度と同程度の利用者につなげ目標
を達成している。

コロナ禍に加え施設の設備改修による４か月間の休館よ
り、利用者数が令和２年度と比較し大幅に減少し、目標
値も達成できなかった。令和４年度は、今年度実施でき
なかった利用団体懇談会や地区民との防災訓練などのイ
ベントの開催を図りつつ、より良いサービスの提供に努
めていただきたい。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、利用を自
粛する家族や幼稚園等が多く目標値の利用人数には届か
なかった。
　今般の状況下で、利用者が昨年度よりも増加したの
は、遊具の間隔を空けて運転したり、１日２回遊具の消
毒を行うなど感染症対策を徹底したうえで自主事業等を
積極的に行い、リピーターの満足度の向上と、新規利用
者の獲得に努めた結果だと考えられる。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、自由来館を
休止したことにより、利用者数が減少している。
　当該施設は、遊戯室の設備が整っており、中高生の利
用が盛んなほか、高齢者を対象とするふれあいセンター
と合築施設であるため、児童と高齢者との間に自然に交
流が生まれる施設である。自主事業で「花植え」や「団
子さし」等、児童と高齢者が一緒に参加できるイベント
を企画している。
　幅広い年代の方と交流できることは、児童の育ちにプ
ラスとなるため、継続して実施するように働きかけた
い。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、自由来館を
休止したことにより、利用者数が減少している。
　国内外の方とリモートでつながり、バーチャルでの海
外旅行や絵本の読み聞かせなどをしたり、地元の方の指
導を受けながら野菜の栽培、収穫体験を行ったりするな
ど、世代間交流も盛んであることは高く評価できる。

登録児童が多いが、児童を班分けし、遊戯室や図書室を
ローテーションで利用させることで、一か所に児童が集
まらないようにすることで、安全性や快適性を確保して
いる。
　また、保健所の新型コロナウイルス感染症対策出前相
談会を実施するなど、感染拡大防止対策に力を入れてい
る。
　引き続き、地域のニーズは高い状況が想定されるた
め、まずは利用する児童の安全性を確保しながら、当該
施設での生活を通して、情操が育まれるような運営を期
待したい。

健康
福祉部


